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手洗いに関する先行研究から、鞍高生の手洗いの実態を調査するため、２年生全員を対象とした手洗

いに関するアンケートを実施した。また、その実態が菌等の広がりにどのような影響を与えているのか

を分析するため、蛍光クリームを付けた生徒が１日学校生活を送った際に、どの範囲まで広がっていく

のかの調査を行った。意識調査の結果としては、手洗いの時間や洗い方等、意識が低いことが明らかに

なった。また、教室内の菌の広がりについては約半数の生徒に広がっており、席が近い人や関係性の近

い人へ特に広がっているようであった。感染者の性格等にも広がり方は影響するようである。 

 

1. はじめに 

ＷＨＯ（世界保健機関）の研究により、手洗い

は４０～６０秒が適していると知ったので、鞍手

高校の２年生は理想の手洗い時間より長いのか、

短いのかを知り、それが菌の広がりにどのような

関係も持つのか知りたいと感じたため、鞍高生に

対してアンケート調査を行い、その実態を分析し

た。また、保健の授業において、病原体の感染経

路について勉強していく過程で、接触感染による

細菌の拡散の仕組みに興味を持ったため、教室内

での感染経路を分析した。 

2. 材料と方法 

―材料― 

・アンケート・パソコン・蛍光クリーム・ブラッ

クライト・カメラ 

―方法― 

①鞍手高校２年生全員に手洗いに関するアンケ

ートを実施し、実態調査を行う。 

②特定の人の手に蛍光クリームを付けて、普段通

り一日過ごしてもらう。その日の放課後にクラ

スの人の手にブラックライトを手にあて、クリ

ームが何人ついているか観察する。 

3. 実験結果と考察 

3-1. 実験① 

鞍手高校２年生に手洗いに関するアンケート

調査を実施した。アンケート項目は以下の通り 

Ｑ１．あなたは１日、学校でおよそ何回手洗いを

行っていますか？ 

Ｑ２．それはどのタイミングで行っていますか？ 

Ｑ３．それは、何秒程度行っていますか？ 

Ｑ４．どのように手洗いしていますか？ 

   ①水のみ ②石鹸使用 ③洗わない 

Ｑ５．教室で一番触れている所はどこだと思いま

すか？また、触れない所はどこだと思いま

すか？ 

Ｑ６．教室の中で一番菌が多そうな所はどこだと

思いますか？ 

 

<実験①結果> 

 アンケートの集計結果は以下のようになった。 

Ａ１．３．９５回（全国平均４～５回） 

Ａ２．多いものから、トイレ後２２１人、体育後

１２７人、掃除後９６人、昼食前後７６人 

Ａ３．平均１４．２秒（４０秒～６０秒が適切） 

Ａ４．①水のみ  ５２．１％ 

   ②石鹸使用 ４７．２％ 



 

 

Ａ５．多いものから、机１６５人、ドア８５人、 

床８人、椅子８人 

Ａ６．多いものから、ドア６６人、床４１人、ご

み箱１７人、机１４人、掃除道具箱１２人 

<実験①考察> 

私たち鞍高生２年生は、全国平均回数よりもす 

くないことが分かった。また、手洗いを行う際に、

石けんを使用せず、水だけで洗うという人が５

２％と、半数を超えていた。鞍高生の手洗いに関

する意識はもちろん、その取組方にも問題があっ

た。 

 

3-2. 実験②<１名の生徒に蛍光クリーム> 

・協力者の手に蛍光クリームをぬり、１日生活し

てもらう。 

・放課後にブラックライトを用いてクラスの人の

手にどの程度広がっているのかを見る。 

・周辺のものに蛍光塗料がついていないか記録す

る。 

※参考に蛍光クリームの有無の違いを下記に示

す。 

  (蛍光クリーム有の手の写真) 

 

 （蛍光クリーム無の手の写真） 

 

<実験②結果> 

クラスの４４％の手に蛍光クリームが付着し

ていた。実験者の近くの座席の生徒によりク蛍光

リームが付着していた。 

 

3-2. 実験③<２名の生徒に蛍光クリーム> 

 手に蛍光クリームをぬる人を２名にして、実験

①と同様に行った。 

<実験③結果> 

クラスの６７％の手に蛍光クリームが付着して

いた。全体的に分布していた。 

 

<実験②、③考察> 

・接触感染では、手を介して被験者と席が近い人

や親しい人によく菌が付着する傾向がある。 

・１回目の実験では、１人の被験者（手に蛍光ク

リームを付ける人）に対して、約４４％のクラス

の人に広がったが、２回目の実験では、２人の被

験者に対して約６７％、１人あたり約３３．５％

であった。被験者の性格は１回目の方が活発であ

る生徒であったため、感染者の性格、性別によっ

て変化する可能性がある。 

・今後の課題としては、今回の研究で人の手に蛍

光クリーム塗って実験を行ったが、教室の特定の

場所に蛍光クリームを塗ってどのうように広が

っていくのかを実験したい。また、感染者の性別

や性格別に蛍光クリームの広がりを確認したい。 

意を伝える. 
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